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大阪府ラグビーフットボール協会
理事長  尼 田　勝 彦
   安全対策委員長  中 村 夫左央
平成28年度セーフティアシスタント講習会のお知らせ
平素よりラグビーの安全と普及にご留意いただきながらの活動、誠にありがとうございます。平成27年度の大阪府セーフティアシスタント(SA)講習会を以下のごとく実施いたします。ご連絡が遅くなりましたが、申請あるいは更新の必要がある方は、事前に下記の参加申込書を大阪府協会へＦＡＸまたは郵送でご連絡ください。
試合前に写真との照合が必要になります。顔写真（縦3cm×横2cm）持参をお願いします。また下記通達のごとく、チームドクターとして帯同され、ピッチ内に入る医師の方にも取得と試合前の提示が必要となりますのでご注意ください。

日時：６月26日 (日)	受付12：30	開始13:00～15:00
会場：大阪府立桜塚高校（大阪府豊中市中桜塚4-1-1.）.
受講条件：　(1)年齢は１５歳以上であること。＊中学生以下は不可
(2)ラグビー競技を理解し、セーフティーアシスタント職務を行える身体であること。
費用： 500円	資料（ラグビー外傷マニュアル含む）負担金として
（注意）顔写真（縦3cm×横2cm）と汚れても良い服装（ジャージ上下など）をご用意ください。
参考
●平成28年2月25日　日本協会通達より概要を抜粋
2011年度に新しくセーフティーアシスタント(SA)制度に移行いたしました。移行後、今年度末にSA認定証の有効期限を迎えるにあたり、切替・移行に関し、下記の通りとなります。
・協会登録チームは1名以上のセーフティーアシスタント資格保有者を配置しなければならない。 
・レフリーは試合前に必ずセーフティーアシスタント認定証（移行者については、メディカルサポーター認定書）の確認をする。
・メディカルサポーターからの移行期間の資格読替え処置は終了し、すべての方がSAという名前の認定証提示が必要。
・シーズン中を通して特にドクターにおいて、本制度に関しての理解不足から、本資格を保持していないにもかかわらずレフリーの許可を得ずピッチ内に入り選手対応を行い大会本部とトラブルになるケースが散見されました。つきましては、チームに帯同するドクターは本資格を習得して頂くよう、周知徹底いただけますよう重ねてよろしくお願い申し上げます。
●平成28年2月25日  日本協会通達より概要を抜粋
日本協会で従来のメディカルサポーター制度を見直し、平成24年4月1日より新たにセーフティーアシスタント制度に移行しました。移行に伴い以下の点ご留意ください。
・年度末に有効期限を迎えるＳＡ認定証に関し、翌年度８月31日まで切替・移行猶予期間を設け、有効なものとする。
・SA認定証の有効期間は発行年度を含めて４年度＋５ヶ月（翌年度８月31日までと）とする。
· 今年度対象者は、2015年度にSA認定証の有効期限が切れる方
・旧メディカルサポーター（以降MS）制度時にＭＳを取得された方
・SA認定証の発行日年度が2011年度(2011年4月1日から25年 3月31日)の方は、2016年8月31日までそのSA認定証を有効とする。2016年9月1日以降は無効となる。
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6月26日 (日)のＳＡ講習会に参加します。
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